
感染症情報 ７月１日～７日

④ヘルパンギーナ

②感染性胃腸炎

⑤ＲＳウイルス感染症

７７７例（堺市 

２８０例（堺市 １８例）
１４３例（堺市 ９例）

報告数による順位。前週比１．８％減の３，９５７件であった。手足
口病が府下で６％増、堺市で前週１４８例→今回１６０例であった。
大阪府の定点当たりは８．９５→９．４４、堺市で７．７９→８．４２で
あった。大阪府では全ブロックで警報レベル開始基準値５を超え
た。感染性胃腸炎が府下で前週比１０％減、堺市で前週７０例→
今回４３例。溶連菌感染症が府下で１４％減、堺市で前週９３例→
今回７３例。ヘルパンギーナが府下で１例減、堺市で２３例→１８例
であった。ＲＳウイルス感染症が府下で９％増、堺市で前週１５例→
今回９例であった。
基幹定点だけが報告するが、マイコプラズマ肺炎が９週連続で
１０例を超えている。大阪府２２→４０例、堺市８→１４例であった。
インフルエンザが府下で前週６６例→今回１２８例で前週比９４％
増であった。堺市で前週９例→今回１８例であった。

４３例）
③溶連菌感染症 ５９５例（堺市 ７３例）

１６０例）

府下３０５医療機関（堺市２９）から

府下小児科１９７医療機関（堺市１９）から

①手足口病 １，８６０例（堺市

１２８例（堺市インフルエンザ １８例）

府下３０５医療機関（堺市２９）から

１，９５１例（堺市新型コロナウイルス感染症 ２６３例）

 新型コロナウイルス感染症の定点報告は、大阪府で前回
１，３２０例→今回１，９５１例で４８％増、定点当たり４．３３→６．４０。
堺市で前週１７８例→今回２６３例も４８％増、定点当たり６．１４→
９．０７となり、大阪府のブロック別で２週続けてワーストであった。

大阪府定点 ６．４０ 堺市定点 ９．０７

麻疹や風疹の報告なし。

大 阪 府 の 年 齢 層 別 の 報 告 数
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合計
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